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稲沢市では、2021年9月2日に2050年までに市内から排出される温室効果ガスの排出量を実質ゼロにする「稲沢市ゼロカーボンシティ宣言」をしました。本戦略はゼロカーボ

ンシティの実現に向けて、本市の将来像と取組の方向性を示したものです。

地域に根差し、地域を活かすゼロカーボンシティいなざわ将来像

※4 住まいと生活機能(交通、商業施設等)が近接している
効率的な都市

※5 温室効果ガスの排出量削減のために、日々の 生活の中
で、脱炭素社会づくりに貢献するあらゆる「賢い
選択」をしていこうという取組

※6 地方自治体の戦略的な参画・関与の下で小売電気事
業を営み、得られる収 益等を活用して地域の課題
解決に取り組む事業者
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稲沢市地域再エネ導入戦略とは？

※1 開発等人間の活動によって発生する環境への影響を緩和、
たは補償する行為

※2 温室効果ガスの削減が困難な部分について、他の場所で排出
削減・吸収を実現する活動などに資金提供すること等によっ
て、その全部又は一部を相殺（オフセット）すること

※3 循環型経済。製品、素材、資源の価値を可能な限り長く
保全・維持し、廃棄物の発生を最小限化する経済システム



稲沢市の温室効果ガスの現状とゼロカーボンに向けた削減目標
稲沢市における2018年度現在の温室効果ガス排出量は1,193千t-CO2であり、基準年度である2013年度

から約8％削減しています。また、稲沢市では産業部門からの排出が約半分を占めています。

ゼロカーボン達成に向けた取組

（１）省エネルギー化

（２）再生可能エネルギーの導入

（３）みんなで進めていくゼロカーボン達成に向けた取組

稲沢市にある再エネ導入ポテンシャルの利活用により、将来のエネルギー需要を満たすことでゼロカーボ

ンの達成を目指します。

稲沢市は市民や事業者と共に省エネ化を進めることにより温室効果ガスの削減を目指します。

部 門 取 組

産 業 省エネ性能の高い設備・機器等の導入推進、業種間連携した省エネ取組の支援 等

業務その他 建築物の省エネ化、徹底的なエネルギー管理の実施、省エネ行動の徹底 等

家 庭 住宅建築物の省エネ化、省エネ性能の高い設備・機器等の導入推進、省エネ行動の徹底 等

運 輸 次世代自動車の普及、公共交通機関の利用推進 等

廃棄物 廃棄物焼却量の削減

その他 環境保全型農業の推進 等

普段の生活の中でご家庭や職場ですぐにでもできるゼロカーボンに向けた取組を積極的に推進します。

バイオマス発電
【廃棄物バイオマス導入ポテンシャル：2.15MW（4,240MWh/年）、木質バイオマス導入ポテンシャル：15TJ/年】

建物の屋根への導入 利活用困難な土地への導入 駐車場への導入※7

※7 出典：「ソーラーカーポートの導入について」（環境省）

植木の剪定枝等の活用

地中熱利用
【導入ポテンシャル：7,025TJ/年】

地中熱の空調利用※9

剪定枝を分別・収集し、資源として利用できるようにする

身近な緑の保全・拡大に主体的に取り組む

家庭エコ診断（環境省）や省エネルギー診断等の活用で家庭、事業所のエネルギー利用量（CO2排出

量）の見える化をする

生ごみ等をたい肥化し、再生利用する

3010運動等に協力し、食品ロスを削減させる

廃棄物の４R（リフューズ（Refuse）、リデュ－ス（Reduce）、リユース（Reuse）、リサイクル

（Recycle）を心がける

量り売り等廃棄物が発生しないライフスタイル・経済活動への転換

公共交通機関や自転車等環境負荷の少ない交通を積極的に利用する

パークアンドライド、サイクルアンドライドを心がけた移動をする

ゼロカーボンや稲沢市の取組に関心を持ち、家族友人と情報を共有する

太陽光発電
【導入ポテンシャル：716MW（1,004,270MWh/年）】
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2050年の温室効果ガス排出量
2050年の温室効果ガス排出量

（電力由来）
2050年の温室効果ガス排出量

（熱由来）

529千t-CO2※11 168千t-CO2 360千t-CO2

再エネ導入ポテンシャル（発電量（削減効果））

909,185 MWh/年（205千t-CO2）※12 7,040 TJ/年（499千t-CO2）

稲沢市における温室効果ガス削減目標は、国の削減目標に従い、2030年度までに基準年度（2013年度）

比で46％削減（700千t-CO2）、2050年までにゼロカーボンを達成するという野心的なものです。

省エネ化の取組により、稲沢市の2050年の温室効果ガス排出量は529千t-CO2にまで削減すると考えられます。

1,296千t-CO2

2013年度
（基準年度）

529千t-CO2

2050年
省エネ化

人口等の変化

電力排出係数の変化

767千t-CO2減

※11 端数処理による四捨五入の関係で合計が合わない場合がある。
※12 再エネ導入ポテンシャルからすでに導入されている再エネを除いた数値

地熱(低温バイナリー)発電
【導入ポテンシャル：0.045MW（278MWh/年）】

※9 出典：地中熱利用促進協会HP

農地・遊休地への導入

し尿、下水汚泥等の活用※10
※10 出典：富山県HP

地熱バイナリー発電※8

※8 出典：資源エネルギー庁HP

稲沢市環境センターの発電電力の有効活用



※白字は重点的に推進していく取組を表しています。
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2050年ゼロカーボンシティいなざわに向けたロードマップ


